
Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

東京大学理 学部物理学教室

5． Superconducting　 Properties　 of 　 Disordered　 Films　 of　Zinc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大　熊　　　哲

di… der 灘 伝導の tWtgte・与え る影響 嫻 べ る た め ・ 膜厚 … 錘 度 の 様 々 の 抵抗値 R
。

を持 つ Zn 薄膜 を真空蒸着に よ っ て 作成 し， 電気伝導度 の 温度依存性 ， 磁揚依存性，転移温度 ，

臨界磁場 を測定 した。

　す べ て の 試料に つ い て ， 面電気伝導度は 1 テ ス ラ程度の 磁揚中で，温度 の 減少 と共 に対数的

に減少 し ， ま たそ の 係数は e2／2 π
2E

に近 い 値 を持つ
。 こ の lnT 依存性は ，電子 間相 互作 用 b 効

果 に 由来 して い る 。

　
一方 ， 超伝導の 転移温度 T

，

は ， Ro が増大す る と共に ほ ぼ 直線的に 減少 し， ま た臨界磁場 の

温度依存性 ∬
，
（T ）は高抵抗 の 試料で は，従来の 汚れ た 超伝導体 に対 す る理論 よ り も enhance

され る こ とがわ か っ た 。 Ro の 関数と して の T
。

と Hc （T ）の 実験結果 は ，最近 の 二 次元超伝導体

に対す る局在 と相互作用 の 理論に よ っ て ，両方の 解析で共通 の fitting　parameter を用 い て説

明す る こ とがで きる e

’

　磁気抵抗は， 1 テ ス ラか ら 4 テ ス ラ の 磁場中で 飽和 して い る 。 こ の 結果は ， 1n∬ 依存性が

現わ れ る とい う Larkin ら の 理論で は説明で き な い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

6． Commensurability　 and 　 Effects　 of 　Higher　 Harmonic 　 in

　　Quarter−Fi1正ed 　 One −Dimensional　 Peierls　 Systems

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大　淵　泰　司

　
一

次元 電子格子系にお け る soliton は ，　 phonon や charge 　density の condensate に注目す

る こ とに よ っ て ，広 く調 べ られ て い る が， commensurate 　syste 皿 では ，　 soliton の creation

energy は soliton が つ な ぐ縮退 し た基底状態の 間の energy 　barrier （commensurability

energy ）に大 き く依存す る と考 え られ る 。 本論文で は ， 2 っ の モ デル 　 Su −Schriefler−Hee −

ger　 mode1
’
及 び ，　 Fr6hlich　model 一 を用 い て ，分 子場 近似の 範囲で ，

　 electron −phonon の

舳 度纐 に 扱 っ て ， quarter −filled　case （kF 一 π／4a ）｝こお ｝する commensurability

6nergyに つ い て 調 べ た e さ ら に ，通常の Peierls 　distortionを記述す る order 　parameter

d
、
ei

φ e・加 え ， そ の 高繖 （4k
， ）の 変調 臓 わす d

、
の 効果に つ い て も調 べ た。 （、・ … er −

filled　case に お い て は ・ 3 つ の order 　parameters で 十分で ある。） d2 は Frδhlich　model
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で は ：／ 基底状態に お い て存在 し，そ の 結果 ， commensurability 　energy を大 き くし ，　 S　SH

model で は ， そ の 逆に働 ら く。 その 差は，　 electron −phonon 　 interaction の type の 違い に

よ る 。又，weak 　coupling の 近似で 得 られ た commensurability 　 energy の 表式 は ，　 Frδhlich

model の 場合 ，
　 Lee・Rice−Anderson の 結果 と一

致 しな い 。我 々 の 結果 で は ，　 Fermi 面 （ k ；

± kF ）で の 縮退 が強 くcommensurability 　energy に影響を与 え る こ と を示 して い る 。

7． MgF2 中 の ポ ジ ト ロ ニ ウム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 柿　元　　　満

　あ る種 の イオ ン結晶や分子 性結晶にお い て 陽電子 を打 ち込 ん だ 際に ，結晶中で ポ ジ ト ロ ニ ウ

ム が形成 され る。MgF2 はその よ うな物質 の 1 つ で ある 。

　本研究 で は，陽電子消滅角相関測定法 を用 い て MgF2 結晶 中 の ポジ トロ ニ ウ
．
ム の運動量分布

を 12K − 770K の 温度範囲で測 定 し た 。 そ し て 運 動量分布 の 温度依存性 か ら MgF2 結 晶中 で

の ポ ジ トロ ニ ウ ム の有効質量お よび フ ォ ノ ン と の カ ッ プ リ ン グを求 め た 。

12． 液体 ヘ リ ウム の 表面波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴　木　　　勝

　液体 He の 表面 張力は ， 表面 の 素励起 の 情報 と直接結 び つ き重要で あ る 。表面張力 の 測 定法

は ，主 に毛細管現象 に よ る液面上昇 を測る もの で あ っ た 。

　私 は，表面波を観測 し，分散式 よ り表面張力 を決定 した 。 こ こ で，表面波の 励起は， ギヤ ッ

プ内に液面 があ る キ ャ パ シ タ に 交流電界 を加 え る事 で 行 う。 ま た検出 も，表面 波に よ る液体 の

深 さ変化 をキ ャ パ シ タ の 容量 変化 と して とらえ る 。こ の 変化 は 低温部 に お か れ た LC 発振器に

よ りFM 変調 波 とな り， 室温部 で検波 し液面変位 を得 る。 また 観測す る 表面波は 円筒形 の 共鳴

器に た つ 定在波で あ る 。 表面 波の 出力信号 を フ ィ
ー ドバ ッ ク させ る事 に よ り励起用発振器は 共

鳴周波数に ロ ッ クす る 。 こ の ときの 周波数 を測定す る 。 こ の 測定系は 一
種 の PLL で ある 。 こ

の 方法に よ り， 発熱 も小 さ く， 10
− 4

程度 とい う高精度の 表面張 力測 定が可能 とな っ た 。

　表面張力の 測定は
4He

の λ点近 傍 の 異常 と
3He

の 0．5　K まで の 温度依存性 に っ い て 行 っ た 。

4He
の 測 定で は ，こ れ まで の 理論 と一

致 しな い
。

3He
の 温 度依存性 は

4He
と異な り，低温 で

は T2 に 漸近す る よ うに振 舞う。
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